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UCG gas (CO, H2, CH4, etc.)Air or O2

coal seam combustion zone

第11回三笠市石炭資源活用研究会
～革新的な石炭地下ガス化の実現に向けて～

⑤ UCGガスの分解プロセス
UCGにおける生産ガスのオンライン放電放電放電放電プラズマプラズマプラズマプラズマ処理
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bond Energy (eV)
H-SH 3.96

H-H 4.52

H-CH3 4.55

O=CO 5.52

N-N 9.80

C=O
(CO) 11.15

V = 13 kV, P = 22 W, f = 11 kHz in Air

結合解離エネルギー

プラズマ中には分子を分解（結合を解離）
できるエネルギーを持つ種が多数存在する
⇒⇒⇒⇒ 有害物質の分解・無害化が可能︕
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ブロック炭実験概要
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注⼊ガス流量および⽣成ガス成分
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放電処理実験期間 バイオマス投⼊期間

バイオマスの投⼊が石炭のガス化および
⽣産ガスの放電処理に与える影響を調査



ブロック炭実験概要(⽣産ガスの放電処理)
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実験装置および条件 6
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集合型リアクタ外観 上面写真

ゼオライト(φφφφ 1.4)

排気

ガスクロマトグラフ
（ガス分析装置）

ガス導⼊
(27L/min)

ネオン変圧器

セラミック管 内径 20 mm⻑さ 250 mmステンレス製寸切りボルト
直径 M3
⻑さ 300 mm

アルミテープ 幅 200mm

⼊⼒電⼒︓80 W

� Vp-p = 15 kV
� f = 11 kHz

ネオン変圧器
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バイオマス添加の影響と放電処理(主成分)

・バイオマスの添加は，石炭のガス化にほとんど影響を与えない
・⽣産ガスの主成分は，放電ではほとんど分解されない
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不具合
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放電処理による硫化⽔素の分解 8

bond Energy (eV)
H-SH 3.96

H-H 4.52

H-CH3 4.55

O=CO 5.52

C=O
(CO) 11.15

結合解離エネルギー
バイオマス
投⼊期間
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放電処理時のガス発熱量と硫化⽔素除去率 9

bond Energy (eV)
H-SH 3.96

H-H 4.52

H-CH3 4.55

O=CO 5.52

C=O
(CO) 11.15

結合解離エネルギー
バイオマス
投⼊期間

・⽣産ガス中の硫化⽔素は選択的（優先的）に除去される
・放電処理によるガス発熱量の減少はみられない
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約12%



まとめ
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� 大型ブロック炭を用いたバイオマス混焼UCG実験における⽣産ガス
のオンライン放電処理において，ガス発熱量の減少なしに12%の硫
化⽔素を除去できる。(ガス流量 27L/min, 電⼒ 80W）

� 実験後，リアクタに損傷がみられたため，耐久性の向上が課題
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集合型リアクタ外観

実験後

損傷箇所


